
 

 

史
遺
産
で
も
あ
る
市
部
の
天
満
神

社
、
福
聚
院
、
観
音
山
な
ど
に
つ
い

て
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
親
か
ら
廃
嫡
さ
れ
る
と
い
う
悲

運
の
酒
井
忠
朝
が
、
大
河
ド
ラ
マ
の

主
人
公
に
な
る
日
を
夢
見
て
い
ま

す
。 

 

富
山
防
犯
協
力
会
（
笹
本

幸
喜
会
長
）
会
員
数:

48

名 

 

富
山
防
犯
協
会
は
、
平
成

19

年
２
月
に
発
足
。
現
在
の

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
各
区
の

行
政
協
力
員
16

名
の
区
長
と

各
種
団
体
長
や
小
中
学
校

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
不
法
投

棄
監
視
員
、
郵
便
局
長
な
ど

で
す
。 

 

毎
年
、
花
火
大
会
や

祭
礼
、
歳
末
特
別
警
戒

パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安

全
や
防
犯
指
導
、
振
り

込
め
詐
欺
等
未
然
防
止

の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

活
動
は
各
構
成
団
体

が
独
自
に
計
画
・
実
施

し
て
、
市
民
や
来
訪
者

の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
、
定
期
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。 
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子
ど
も
の
頃
か
ら
「
歴
史
」
が
好

き
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
も
よ

く
見
ま
し
た
。
現
在
、
私
が
住
ん
で

い
る
市
部
は
、
江
戸
時
代
に
は
勝
山

藩
の
一
部
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知

り
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
勝
山
藩

は
、
酒
井
忠
国
を
初
代
藩
主
と
す
る

1

万
石
の
藩
で
す
が
、
忠
国
の
祖
父

に
あ
た
る
人
が
、
酒
井
忠
勝
と
い
う

人
で
、
将
軍
家
光
・
家
綱
に
仕
え
、

老
中
や
大
老
に
ま
で
な
っ
た
徳
川
幕

府
の
重
鎮
で
す
。 

 

こ
の
忠
勝
の
長
男
で
あ
り
、
忠
国

の
父
親
で
あ
っ
た
酒
井
忠
朝
と
い
う

人
が
、
市
部
に
移
り
住
み
、
亡
く

な
っ
た
事
情
や
酒
井
氏
に
関
す
る
歴

 

漢

詩

の
「
春

眠

暁

を

覚

え

ず
…
」
な
ど
と
、
春
に
な
る
と
寝

床
か
ら
起
き
る
の
が
大
変
で
す
。

ま
た
、
江
戸
後
期
の
狂
歌
師
太
田

蜀
山
人
の
歌
に
「
寝
る
よ
り
楽
は

な
か
り
け
り
浮
世
の
馬
鹿
は
起
き

て
働
く
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歌

の
よ
う
に
、
働
か
ず
毎
日
寝
て
過

ご
せ
れ
ば
う
れ
し
い
限
り
で
す

が
、
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
き
っ

と
起
き
る
こ
と
が
楽
し
く
な
れ

ば
、
こ
ん
な
こ
と
は
思
わ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
明
日

遊
び
に
行
こ
う
と
す
れ
ば
、
だ
れ

で
も
い
つ
も
よ
り
も
、
き
っ
と
早

く
起
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

ただいま、「勝山藩市部村」に熱中しています 

 市部在住 川名修さん（５９歳） 

 次回は、 消防の第２分団にリレー 

 
 

 

今
月
は
、
八
犬
士
大
活
躍
と

八
犬
士
終
焉
の
地
で
す
。 

 

『
や
が
て
年
月
が
過
ぎ
、
そ

の
玉
の
一
つ
と
体
に
ボ
タ
ン
型

の
あ
ざ
を
も
っ
た
八
人
の
犬
士

が
次
々
に
登
場
。
犬
士
た
ち
自

分
ら
が
伏
姫
の
魂
に
よ
っ
て
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
が
、
や
が
て
管
領
扇
谷

定
正
（
か
ん
れ
い
お
お
ぎ
や
つ

さ
だ
ま
さ
）
の
悪
政
に
反
発

し
、
戦
っ
て
い
く
う
ち
に
運
命

的
に
出
会
っ
て
い
く
、
最
後
に

主
君
里
見
家
の
危
急
を
救
い
、

平
和
な
国
を
築
く
た
め
大
活
躍 

 

八
犬
伝
と
富
山
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わがふるさと富山⑲ 

を

し

ま

す
。
の
ち
に
ヒ
ロ
イ
ン
伏
姫

は
、
富
山
に
祭
ら
れ
富
山
姫

（
と
や
ま
ひ
め
）
と
た
た
え
て

盛
大
な
祭
り
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
八
犬
士
は
勿
論
、
村
人
も

登
山
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
功
成

り
名
を
遂
げ
た
八
犬
士
は
山
頂

観
音
堂
の
傍
に
庵
を
建
て
、
凡

そ
20

年
間
風
月
を
友
と
し
て
老

後
を
楽
し
み
ま
し
た
。
八
犬
士

は
そ
れ
ぞ
れ
里
見
の
姫
君
を
め

と
り
子
供
に
も
恵
ま
れ
、
そ
の

子
供
達
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
山

頂
か
ら
雲
の
か
な
た
に
消
え
て

行
っ
た
と
い
い
ま
す
。
』 

（
ふ
る
さ
と
富
山
参
照
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          

ーふらっと通信ー 

熱中リレー 

 

ち
な
み
に
八
犬
伝
に
も
っ
と 

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
の
は
、
明
代
中
国
で
書

か
れ
た
「
水
滸
伝
」
で
す
。
北

宋

の

時

代

に

汚

職

官

吏

不

正

が

は

び

こ

る

世

の

中

で
、

悪

徳

官

吏
を
倒
し
国
を
救
う
こ
と

を
目
指
し
た
、
36

人
の
英
雄
が

活
躍
す
る
物
語
で
す
。 

 

富
山
地
区
内
で
は
、
産
業
・
環
境
・
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

公
民
館
活
動
に
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
富
山
防
犯
協
力
会

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ご
存
じ
で
す
か
、
こ
ん
な
活
動 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」
の
平
成
24

年
度
総
会

を
、
４
月
14
日
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
来
賓
に
石
井
市
長
を
は
じ
め
地
元
市
議
会
議
員
、
平
成

23
年
度
富
山
地
区
区
長
会
長
・
同
副
会
長
、
24
年
度
選
出
さ
れ
ま
し

た
各
区
長
も
大
勢
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
予
定
し
て
い
た
３
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

待
合
所
は
広
さ
一
坪
ほ
ど

で
、
日
東
バ
ス
の
お
仮
舎
前
停

留
所
隣
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

作
っ
た
の
は
、
平
久
里
下
の

座
間
善
治
郎
さ
ん
、
池
田
稔
さ

ん
、
池
田
四
郎
さ
ん
の
３
人

で
、
か
わ
い
い
孫
の
た
め
だ
と

い
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
待
合

所
は
６
人
の
児
童
・
園
児
が
利

用
し
て
い
ま
す
。 

（総会時の防犯に関する研修会） 

（伏姫籠穴にある仁・義・
礼・智・忠・信・孝・悌の
文字の入った玉） 

３
議
案
を
満
場
一
致
で
承
認 

 
 

 
 

 
 

～
「
ふ
ら
っ
と
」
の
総
会
を
開
催
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

案
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

平
成
24
年
度
の
活
動
計
画
案
で
は
、 

・
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 

・
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り 

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

・
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

・
先
進
地
視
察 

 

な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
活

動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

（
詳
し
く
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

 

初
め
に
佐
野
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
引
き
続
い
て
来
賓
の
石
井

市
長
・
鈴
木
市
議
会
議
員
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
き
議
題
に
入
り
ま
し

た
。
議
長
に
は
川
名
喜
昭
さ
ん
を

選
出
し
て
、
規
約
の
改
正
・
平
成

23
年
度
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
24

年
度

活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
の
３
議

（
挨
拶
の
要
旨
） 

 

高
齢
化
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
の
活
動
力

が
落
ち
て
い
る
中
で
、

「
ふ
ら
っ
と
」
が
地
域

の
様
々
な
活
動
の
中
核

的
な
活
動
団
体
と
し

て
、
育
っ
て
く
れ
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

（
挨
拶
す
る 

 
 

石
井
市
長
） 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
待
合
所
を
児
童
家
族
の 

 

３
軒
で
作
る
（
平
久
里
下
） 

 

 

岩
井
小
学
校
と
平
群
小
学
校
が
統
合
さ
れ

富
山
小
学
校
と
な
り
、
４
月
５
日
に
開
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

開
校
式
は
始
業
式
と
同
時
に
行
わ
れ
、
ま

ず
高
木
校
長
先
生
の
開
校
宣
言
が
あ
り
、
岩

井
の
海
と
平
群
の
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
校
章

(

旧
岩
井
小
５
年
、
若
王
子
み
ず
き
さ
ん
デ

ザ
イ
ン
）
が
描
か
れ

れ
た
新
し
い
校
旗
を

紹

介

し

て
、
そ

の

後
、
全
職
員
が
音
楽

主
任
の
指
導
の
も
と

新
し
い
校
歌
を
３
番

ま
で
歌
い
ま
し
た
。

次
に
旧
岩
井
小
は
平

田
真
碧
さ
ん
、
旧
平

群
小
は
川
名
優
希
さ

ん
が
児
童
代
表
の
言

葉
を
行
い
、
新
た
な
富
山
小
学
校
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

（酒井氏の歴史などを

調べたいと川名さん） 

（
黒
川
教

頭
が
校
旗

を
掲
げ
、

髙
木
校
長

が
説
明
） 

（雨の中、待合所でバスを

待つ園児） 

（住みよい場所、住んで良かったと思う 
地域を地元の皆さんと一緒に作ってい 
かなければならないと佐野会長の挨拶） 

富山小がスタート 

  ４月５日に開校式を行う 



 

 

                    

 

私
の
周
り
で
は
、
最
近
、
耕
作
放
棄

地
が
多
く
な
り
、
そ
の
結
果
人
よ
り
も

イ
ノ
シ
シ
の
数
の
方
が
極
端
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域

の
衰
退
（
限
界
集
落
）
も
近
い
将
来

や
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
、
少
し
で
も

地
域
を
活
性
化
し
た
く
、
ち
ょ
う
ど
募

集
し
て
い
た
「
富
山
の
地
域
づ
く
り
協

議
会
」
に
入
り
ま
し
た
。 

 

私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
伊

予
ヶ
岳
や
富
山
（
と
み
さ
ん
）
に
ハ
イ

キ
ン
グ
に
訪
れ
る
方
が
大
勢
い
ま
す
。

登
山
道
に
便
利
な
案
内
板
が
あ
っ
た

ら
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
か
と
、
常
々
思
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
「
現
在
地
か
ら
頂
上
ま

で
何
メ
ー
ト
ル
で
、
歩
い
て
何
分
か
か

る
」
と
か
、
そ
ん
な
案
内
板
が
あ
れ

ば
、
登
山
者
が
時
間
の
調
整
が
で
き
、

楽
し
い
１
日
を
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
登
山
等
の
案
内
板
作

成
に
つ
い
て
は
、
「
ふ
ら
っ
と
」
の
平

成
24

年
度
の
活
動
に
採
択
さ
れ
た
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

                            南 房 総 み ん み ん ネ ッ ト         検索     

 吉沢在住 

  池田孝夫さん 

ーふらっと通信ー 

 
地
域
の
活
性
化
を
し
た
く 

 
 

地
域
づ
く
り
協
議
会
に
参
加 

－２－ 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」
は
昨
年
４

月
25

日
に
発
足
し
、
県
道
外
野
勝
山
線(

通
称
：
市
部
バ

イ
パ
ス
）
に
彼
岸
花
の
植
栽
、
岩
井
川
親
水
公
園

の
清
掃
活
動
、
岩
井
駅
構

内
の
パ
ン
ジ
ー
の
植
栽
、

親
子
交
流
を
目
的
と
す
る

吉
井
農
村
公
園
の
イ
ベ
ン

ト
、
地
震
や
津
波
を
想
定

し
て
の
自
主
防
災
講
座
、

高
崎
区
の
防
災
訓
練
へ
の

参
加
な
ど
、
環
境
美
化
、

親
子
交
流
、
防
災
と
幅
広

い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

平
成
24

年
度
の
活
動

は
、
「
自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ

く
り
」

の
ほ
か

４
つ
の

テ
ー
マ

に
基
づ

き
活
動

を
予
定

し
て
い

て
、
「
地
域
で
共
に
助
け

合
い
、
地
域
で
支
え
あ
う

仕
組
み
づ
く
り
」
を
推
し

進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
づ

く
り
を
担
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
て
、

「
富
山
な
ら
で
は
の
の
地
域
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

ーふらっと通信ー 

－３－ 

５つのテーマに基づいた活動を予定しています 

地域で共に助け合い、地域で支えあう 

  仕組みづくりを推し進める 

                ～「ふらっと」平成24年度の活動～ 

 歳入総額 1,114,599円 

 歳出総額  641,235円 

 収支残額  473,364円 

私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
㉑ 

   具 体 的 な 内 容（太字は新規活動）      テーマ  

自然を活かしたまちづくり 
  

 ハイキングコースの案内板整備や花

の植栽など地域住民とともに行い、自

然を活かし、自然を大切に思う心を育

むまちづくりを進めます。 

・御殿山等登山道の案内板の作成・ 

 整備 

・彼岸花の植栽事業（市部バイパス） 

・ふらっとハイキング 

・花いっぱい運動 

・浜芝保護など環境モラル向上 

地域のコミュニティづくり 
 

 地域住民が交流できるよう、住民が

集まる場の清掃やイベントなどに参加

し、人と人のつながりを大切にしたま

ちづくりを進めます。 

・盆踊りの復活 

・公共施設の清掃作業 

・水仙まつり参加 

安心して暮らせるまちづくり 

 
 少子高齢化などの地域の実情を踏ま

え、地域でともに助け合い、地域で支

えあう仕組みづくりを、地域住民、既

存の団体などと連携し進めます。 

 

 

・救急医療情報キットの 

 配布 

・子育て支援 

・防災講座の開催 

連携によるまちづくり ・地域のニーズを把握して、今後の活動の参考にします。 

先進地視察 
・先進的な事例を学び、これからの活動をよりよいものにし

ます。 

（
今
で
は
地
方
で
も
あ

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
盆
踊
り
を
復
活
さ
せ

ま
す
） 

 平成23年度の歳入は、下の表のように市からの
設立奨励金と活動交付金がほとんどです。また歳出
では、総務費で協議会設立時の事務機器備品購入
費、事業費で活動関係の彼岸花や水仙の球根などの
消耗品が支出の多くを占めています。 

 「ふらっと」の平成２３年度決算を報告します 

（案内板があることで登山者に

心強く、安心して登山を楽しむ

ことができます。[写真は御殿

山]） 

中に以下の情報が入っています。 

□ 救急医療情報シート（１）自分のこ 

  と・緊急時の連絡先 

□ 救急医療情報シート（２）自分の体 

  や病気・薬のこと 

□ 救急医療情報シート（３）病気の 

  に、からだで注意してほしいところ 

○○あんしんキット 

（
カ
ー
ド
に
個
人
情
報
と
緊
急
時
の

連
絡
先
な
ど
を
記
載
し
て
保
管
。
も

し
も
の
時
に
役
立
て
ま
す
） 

○設立奨励費交付金は協議会設立準備金で
設立時のみに市から交付されるものです。 
 
○活動交付金は活動そのものにかかわる市
からの交付金で、均等割と世帯割を加算し
たものです。 
（500,000円＋[100円×2,216世帯]） 
 
○雑収入は、イベント等参加料及び傷害保
険料です。 

○歳出総務費は、「ふらっと通信」情報関連
機器・消耗品の購入や研修会経費・先進地視
察が主なものです。 
 
○歳出事業費は活動に係る経費で、主なもの
は、次のとおりです。 
・岩井川親水公園清掃作業 
（4/28～11/26の4日間） 
                       42,863円 
・自主防災講座（6/18）          54,160円 
・吉井農村公園みんなでＧＯ!（7/2） 
                59,486円  
・彼岸花植栽イベント（７/16） 
               128,800円                
・富楽里水仙まつり（産業まつり） 
 参加（1/22）           70,356円 
・高崎区防災訓練参加（1/29）  9,600円 
 などです。            
 

 

 

設立奨励

交付金

300,000円
27%

活動費交

付金

721,600円
65%

寄付金
0%

雑入
92,999
円

8%

歳入決算額

歳出総務

費

160,194円
25%

歳出事業

費

481,041円
75%

歳出決算額


